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(57)【要約】
【課題】従来の照明装置は、画像表示装置の画面周辺を
十分に照明できず、間接照明の効果（臨場感又はグレア
の緩和）を十分に得ることができていなかった。特に、
画面の横方向に対する照度が足りていなかった。
【解決手段】本発明の照明装置は、画像表示装置等の機
器の周辺を照明する照明装置であって、光源が実装され
た複数の照明部と、複数の照明部からの光が機器の周辺
の異なる領域をそれぞれ照明するように、前記複数の照
明部を支持する支持部を備えてなることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示装置等の機器の周辺を照明する照明装置であって、
　光源が装着された複数の照明部と、
　前記複数の照明部の光が前記機器の周辺の異なる領域をそれぞれ照明するように、前記
複数の照明部を支持する支持部を備えてなることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　画像表示装置等の機器の周辺を照明する照明装置であって、
　光源が装着された複数の照明部と、
　前記複数の照明部の光が前記機器の周辺を異なる方向からそれぞれ照明するように、前
記複数の照明部を支持する支持部を備えてなることを特徴とする照明装置。
【請求項３】
　前記照明部は、前記支持部に回動部を介して接続され、前記支持部に対して回動される
ことを特徴とする請求項１または２の何れかに記載の照明装置。
【請求項４】
　前記回動部は、前記照明部を前記支持部に対して所望の角度で係止する係止機構を備え
ていることを特徴とする請求項１から３の何れか一つに記載の照明装置。
【請求項５】
　前記複数の照明部及び前記支持部により三角形が形成されることを特徴とする請求項１
から４の何れか一つに記載の照明装置。
【請求項６】
　前記支持部は、前記照明装置を設置する脚部を有することを特徴とする請求項１から５
の何れかに一つに記載の照明装置。
【請求項７】
　前記脚部は、前記支持部から取り外しができることを特徴とする請求項１から６の何れ
か一つに記載の照明装置。
【請求項８】
　前記支持部は、前記機器に取付けるための取付部を有することを特徴とする請求項１か
ら７の何れか一つに記載の照明装置。
【請求項９】
　請求項１から８の何れか一つに記載の照明装置と、該照明装置と共に用いる画像表示装
置から構成される画像表示装置。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば画像表示装置の機器の周辺を照明する照明装置及び当該照明装置を備
える画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置やＥＬ（Electroluminescence）表示装置等の画像表示装置の高性
能化とデジタル放送技術の進展による放送配信技術の発達により、高品質な映像の観賞が
可能な環境が整いつつある。
　また、映画等の映像を臨場感を高めて観賞する方法の一つとして、画像表示装置が設置
された部屋の照明の明るさ（照度）を落として観賞する方法がある。そのような部屋の照
明の照度を落として観賞する場合に、画像表示装置の画面周辺を照明することによって、
より高い臨場感を感じて映像を観賞することが可能となることが知られており、画像表示
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装置の画面周辺を照明するための照明装置の開発も為されている（例えば、特許文献１参
照）。
【０００３】
　しかし、部屋の照度を落として観賞すると、ユーザー（観賞者）にとって画面の映像が
暗室内のグレアとなり、長時間の観賞がユーザーの目の負担になるという問題がある。特
に光過敏症のユーザーにとっては、脳波に異常をきたす等のユーザーの健康を阻害する可
能性がある。従って、画面周辺を照明する照明装置は、臨場感を高めるだけでなく、画面
と画面周辺の輝度の差を徐々に小さくするので、グレアの緩和となり、ユーザーの目の負
担を軽減する効果もある。
【０００４】
　下記特許文献１には、図２０に示すように、リビング空間Ｌに設置された画像表示装置
１００の後側に載置され、画像表示装置１００の後壁Ｗを照明する照明装置１０１が開示
されている。照明装置１０１は、断面略Ｕ字状の反射板１０２内に光源１０３が収納され
、反射板１０２に取付けられた台座１０４を介してローボード１０５に載置されており、
画像表示装置１００の後壁Ｗを下方から斜め上方向に照明するように調整されている。
【特許文献１】特開２００６－１９０９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記特許文献１に開示された照明装置１０１は、後壁Ｗを下方から斜め上方向
の一方向のみ照明するものであるから、画像表示装置１００の画面周辺を十分に照明でき
ず、間接照明の効果（臨場感および／またはグレアの緩和）を十分に得ることができない
という問題があった。特に、画面の横方向に対する照度が足りないという問題があった。
　また、近年、画像表示装置の大画面化が進んでおり、大画面の表示装置に照明装置を適
用した場合、後壁を下方から照らすだけでは画面上方の壁面に照射される光の量が足らず
、間接照明の効果を十分に得ることができなかった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、画像表示装置等の機器の周
辺を照明する照明装置に関し、機器の周辺において十分な照度を確保することを目的とす
るものである。
【０００７】
　また、本発明が、画像表示装置の周辺を照明する場合においては、画面周辺において十
分な照度を確保し、ユーザーに、より高い臨場感を与えることを可能とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の照明装置は、画像表示装置等の機器の周辺を照明する照明装置であって、光源
が装着された複数の照明部と、複数の照明部の光が機器の周辺の異なる領域をそれぞれ照
明するように、複数の照明部を支持する支持部を備えてなることを特徴とする。
　本構成により、機器の周辺において十分な照度を確保することが可能となる。また、画
像表示装置の周辺を照明する場合においては、画面周辺において十分な照度を確保し、ユ
ーザーにより高い臨場感を与えることが可能となる。
【０００９】
　本発明の照明装置は、画像表示装置等の機器の周辺を照明する照明装置であって、光源
が装着された複数の照明部と、複数の照明部の光が機器の周辺を異なる方向からそれぞれ
照明するように、複数の照明部を支持する支持部を備えてなることを特徴とする。
　本構成により、機器の周辺において十分な照度を確保することが可能となる。また、画
像表示装置の周辺を照明する場合においては、画面周辺において十分な照度を確保し、ユ
ーザーにより高い臨場感を与えることが可能となる。
【００１０】
　本発明の照明装置は、さらに、照明部は、支持部に回動部を介して接続され、支持部に
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対して回動されることを特徴とする。
　本構成により、ユーザーが、画像表示装置のサイズまたは照明装置の周囲の環境に合わ
せて、照明の範囲を適宜調整することが可能である。
【００１１】
　本発明の照明装置は、さらに、回動部は、照明部を前記支持部に対して所望の角度で係
止する係止機構を備えていることを特徴とする。
　本構成により、ユーザーが調整した照明範囲を、継続して照明することが可能となる。
【００１２】
　本発明の照明装置は、さらに、複数の照明部及び支持部により三角形が形成されること
を特徴とする。
　本構成により、画像表示装置等の機器の後方の壁面の異なる領域を異なる方向から照射
しているので、壁面が効率よく十分に照明することが可能である。
【００１３】
　本発明の照明装置は、さらに、支持部は、照明装置を設置する脚部を有することを特徴
とする。
　本構成により、照明装置を安定して保持することが可能である。
【００１４】
　本発明の照明装置は、さらに、脚部は、支持部から取り外しができることを特徴とする
。
　本構成により、照明装置本体を、画像表示装置等の機器に直接取付ける際に脚部を取り
外すことによって、照明装置を画像表示装置の機器内に納め、ユーザーから見えなくする
ことが可能である。
【００１５】
　本発明の照明装置は、さらに、支持部は、機器に取付けるための取付部を有することを
特徴とする。
　本構成により、照明装置本体を、画像表示装置等の機器に直接取付けることが可能であ
る。
【００１６】
　本発明の画像表示装置は、上記照明装置の何れかと、照明装置と共に用いる画像表示装
置から構成される画像表示装置である。
　本構成により、画像表示装置の画面周辺において十分な照度を確保し、ユーザーにより
高い臨場感を与えることを可能である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、機器の周辺を照明する照明装置であって、機器の周辺において十分な
照度を確保することが可能となる。
【００１８】
　また、本発明が画像表示装置の周辺を照明する照明装置として用いられる場合において
は、画面周辺において十分な照度を確保でき、ユーザーに、より高い臨場感を与えること
が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の照明装置の実施の形態について図面を用いて説明する。
　なお、本発明の照明装置の実施の形態として、液晶表示装置である画像表示装置の周辺
を照明する照明装置を例示して説明を行う。
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１の照明装置１の概略正面図である。図２は、本発明の実
施の形態１の照明装置１の概略斜視図である。
　照明装置１は、光源としての発光ダイオード（以下、ＬＥＤと記す）を有する第１の照
明部２及び第２の照明部３と、複数の照明部である第１の照明部２及び第２の照明部３を
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支持する支持部４とを有している。支持部４はアルミニウムの四角柱状の形状であり、第
１の照明部２及び第２の照明部３はアルミニウムの四角柱内部の一部がＬＥＤを配置する
ために取り除かれた形状である。第１の照明部２及び第２の照明部３の構造については、
詳細に後述する。
【００２０】
　支持部４の両端部には、第１の照明部２及び第２の照明部３をそれぞれ回動する第１の
回動部５及び第２の回動部６が設けられ、第１の照明部２及び第２の照明部３はそれぞれ
回動部を中心に支持部４に対する方向（図１における矢印方向）に自由に回動することが
可能である。また、ユーザーが第１の照明部２及び／又は第２の照明部３と支持部４との
為す角度を任意に設定し、第１の照明部２及び／又は第２の照明部３を安定して保持でき
るように、第１の回動部５及び／又は第２の回動部６は、第１の照明部２及び／又は第２
の照明部３に対して、所定の大きさ（照明部の材質、長さから決定される大きさ）の摩擦
を有する事が好ましい。または、第１の照明部２及び／又は第２の照明部３を、任意の角
度で安定して固定するための保持機構（図示せず）を別途に有していてもよい。
【００２１】
　また、図１に示すように、第１の照明部２、第２の照明部３及び支持部４が三角形状を
形成した状態で固定できるように、第１の照明部２及び第２の照明部３の回動部と接続さ
れる側と反対の端部には、第１の係止部７及び第２の係止部８がそれぞれ設けられている
。第１の係止部７及び第２の係止部８は、対向する面に、凹部及び凸部からなる一組の嵌
合構造（図示せず）を有しており、凹部及び凸部が嵌合されることによって、第１の照明
部２、第２の照明部３及び支持部４が三角形状を形成する状態で固定される。係止構造と
しては、凹部及び凸部からなる嵌合構造に限定されず、磁性体によって係止されるという
構造であってもよい。
【００２２】
　さらに、支持部４の中央付近には、第１の照明部２及び第２の照明部３に備えられた光
源としてのＬＥＤに商用電源からの交流電圧を直流電圧に変換して供給し、また、ＬＥＤ
の輝度等の制御を行う電源制御回路部９が設けられている。電源制御回路部９は、外部か
らの衝撃や塵等からの保護のため、電源制御回路ボックス１０に収納されている。
　以上、上記説明した部材により照明装置１の照明本体部１１が構成される。
【００２３】
　次に、支持部４の長手方向の中央を中心として対称する位置に取付けられ、照明装置１
を床等に設置するための２脚の脚部（第１の脚部１２及び第２の脚部１３）について説明
する。第１の脚部１２及び第２の脚部１３は、四角柱の支持体を嵌める断面形状がコの字
状の保持部１４、保持部１４に取付けられ支持部４と所定の角度（∠Ａ）を為して床方向
に伸びる四角柱状の脚本体部１５、及び脚本体部１５の端部に設けられ照明装置１を安定
して支持するために適度な重さを有する安定部１６から構成される。また、支持部４を嵌
めた保持部１４をさらに覆う覆部（図示せず）を有していてもよい。覆部により、支持部
４と脚部１２、１３をより強固に保持でき、かつ、外部から支持部４と保持部１４の嵌合
が見えなくなるので外観上もよい。
【００２４】
　なお、支持部４と為す角度（∠Ａ）は、照明本体部１１を安定的に保持する為に、略１
２０度に設定されているが、ユーザーが任意に設定できる機構を有していてもよい。様々
なサイズの画像表示装置あるいは他の機器に照明装置１を適用させることが可能となるか
らである。また、照明本体部１１を安定して保持する為の安定部１６の適度な重さについ
ては、照明本体部１１の大きさや重さによって異なり、適宜調整されることが好ましい。
特に、ＪＩＳ規格等で安全上定められているように、照明装置を水平面とある角度（例え
ば１５度）を為す面に設置しても、照明装置が転倒しないような重さとする事が好ましい
。
【００２５】
　次に、第１の照明部２及び第２の照明部３と、当該複数の照明部に備えられる光源とし
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てのＬＥＤについて詳細に説明する。なお、第１の照明部２と第２の照明部３は同一の構
成であるので、第１の照明部及び第２の照明部を代表して、照明部２０と記載して説明す
る。
【００２６】
　図３は実施の形態１の照明装置１の照明部２０に関し、（ａ）は照明部２０の概略斜視
図であり、（ｂ）は照明部２０の拡大概略斜視図であり、（ｃ）は照明部２０の概略断面
図である。
【００２７】
　照明部２０は、アルミニウムからなり、四角柱の内部が傾斜面２１を形成するように一
部分が取り除かれた形状である。ＬＥＤ２２からの熱を効率よく放熱できるように、例え
ばアルミニウム等の軽量かつ放熱性が良い金属が好適である。また、傾斜面２１には、複
数のＬＥＤ２２を一列に装着したＬＥＤ基板２３が設けられている。
【００２８】
　ＬＥＤ基板２３は、例えばガラスエポキシ基板であって、複数のＬＥＤ２２、ＬＥＤ基
板２３と電源制御回路部９あるいは他のＬＥＤ基板と接続するためのコネクタ（図示せず
）、ＬＥＤ２２に流れる電流量を一定にするための制限抵抗（図示せず）、銅箔の配線パ
ターン（図示せず）が設けられている。また、ＬＥＤ基板２３表面のＬＥＤ等の電子部品
が設けられていない箇所は、白色で塗装されていることが好ましい。ＬＥＤ２２からの光
が、ＬＥＤ基板２３に吸収されずに反射させることが可能となるからである。
【００２９】
　また、図３に示すように、一つの照明部２０に対して一枚のＬＥＤ基板２３が設けられ
る場合に限らず、照明部２０の長手方向の長さの略半分を長辺とする二枚のＬＥＤ基板が
並べて設けられていてもよい。複数のＬＥＤ基板を用いることにより、一部のＬＥＤに故
障が生じた場合に、故障したＬＥＤを有する基板のみを交換すればよいので取替え時のコ
ストを低減することができる。
【００３０】
　また、２枚のＬＥＤ基板をさらに短くして、ＬＥＤ基板間に空間（スペース）を空けて
配置することにより、ＬＥＤの数を削減することができ、照明装置のコストを下げること
が可能である。照明本体部１１が三角形状である照明装置１においては、照明部２０の中
央部付近に相当するＬＥＤ基板間の空間に対応する照射領域は、画像表示装置の画面の上
辺の端の角部にあたるので、照明部２０の中央付近にＬＥＤ２２がなくても、画面の上辺
及び左右に対応する領域の照度には影響が小さく、ユーザーに間接照明の効果を与えるた
めの照度は十分に確保することができる。
【００３１】
　さらに、傾斜面２１は、照明部２０の内部の底面２４と略３０度の角度（∠Ｂ）を為し
ていることが好ましい。∠Ｂが小さい（０度に近い）と壁面に平行な方向（照明部２０の
底面２４に垂直の方向）に照明されるので壁面の照度が落ち、角度が大きくなる（９０度
に近い）と照明部２０の直後方の壁面しか照明されないので、画面周辺において照度が落
ちてしまう。従って、ＬＥＤ２２からの光が効率よく画像表示装置の後方の壁面に照射さ
れるためには、適度な角度が必要となる。なお、照明部２０の側面２５の高さは、ＬＥＤ
２２からの光が側面２５で遮られることないような高さに設計されることが好ましい。
【００３２】
　また、図３（ｃ）に示したように、照明部２０の開口部２６には、ＬＥＤ基板２３及び
配線（複数のＬＥＤ基板２３間の配線あるいはＬＥＤ基板２３と電源制御回路部９との配
線）等を保護する透明のカバー部２７が設けられている。カバー部２７としては、アクリ
ル樹脂、ポリカーボネート樹脂、プラスチック等が用いられ、拡散性を有していてもよい
。ＬＥＤのような指向性の強い光源であっても、画面周辺を柔らかく照明することが可能
となる。
【００３３】
　次に、光源として用いるＬＥＤ２２について、詳細に説明する。
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　ＬＥＤ２２は、赤色（Ｒ）ＬＥＤ素子、青色（Ｂ）ＬＥＤ素子、緑色（Ｇ）ＬＥＤ素子
の三色のＬＥＤ素子をパッケージした表面実装型のパッケージＬＥＤである。ＲＧＢの各
ＬＥＤ素子の強度を制御でき、各色のＬＥＤ素子の強度（輝度）を調整することによって
、ＬＥＤは複数色の照射が可能である。よって、ユーザーの好みの色で、画像表示装置の
周辺を照明することができる。
　特に、画像表示装置に表示される映像（特に画面外周部の領域の映像）と同系色の色に
なるようにＬＥＤ２２の色度を制御して画像表示装置の周辺を照明することにより、ユー
ザーに画面の大きさ以上の広がりを有する映像を提供することができ、より高い臨場感を
与えることができる。
【００３４】
　また、光源として、ＬＥＤ２２に限定されず、蛍光灯や冷陰極管等の他の光源を用いて
もよい。ただし、ＬＥＤは指向性が強いので、画像表示装置の周辺の壁面を効率よく照射
でき、照射方向の制御も容易である。なお、蛍光灯のように指向性が強くなく全方向に照
射される光源を用いる場合には、照明部２０の内部に照射された光を反射する反射部材を
設けることが好ましい。
【００３５】
　次に、電源回路制御部９を含む照明装置１の制御に関わる構成と照明装置１の制御につ
いて詳細に説明する。
　図４は、本発明の実施の形態１の電源回路制御部９を含む照明装置１の制御ブロック図
である。図５は、本発明の実施の形態１の照明装置１の制御フロー図である。
　実施の形態１においては、ユーザーが画像表示装置の映像を観賞しながら、画像表示装
置の周辺を照明したい色をリモコン３０で選択することにより、照明部２０のＬＥＤ２２
の色度及び輝度を決定して照明する。ユーザーは、予め設定されている色（プリセット色
）から選択するのに加えて、さらに、ＬＥＤ２２を構成するＲＧＢの各ＬＥＤ素子の強度
を調整して好みの色を作成することも可能である。
【００３６】
　まず、電源回路制御部９を含む照明装置１の制御に関わる構成について説明する。
　電源制御回路部９は、電源回路部３６とマイコン３３（制御装置）から構成される。さ
らに、電源回路部３６は、ＬＥＤ２２を駆動させるために商用電源であるＡＣ電源３７か
ら供給される交流電圧を直流電圧に変換するＡＣ－ＤＣ変換回路（整流回路）３８と、Ｌ
ＥＤ２２を構成する個々のＲＧＢの各ＬＥＤ素子に定電流を供給する定電流回路３７を有
している。また、マイコン３３は、予め設定された色（プリセット色）に対応したＲＧＢ
の各ＬＥＤ素子のデューティー比を記憶するメモリ３５と、ユーザーが選択した色のデュ
ーティー比またはユーザーが調整した色のデューティー比で各色の定電流回路３７を制御
する制御信号を発信する制御部３４から構成される。
【００３７】
　よって、ユーザーが選択した色情報を送信するリモコン３０と、送信された色情報を受
信してマイコン３３に転送する受信ユニット３１と、上述した電源制御回路部９により、
ＬＥＤ２２を構成するＲＧＢの各ＬＥＤ素子はユーザーが所望する色に対応したデューテ
ィー比で駆動される。よって、照明部２０はユーザーの所望する色で照明することが可能
となる。
【００３８】
　また、上述した構成は、第１の照明部２及び第２の照明部３が同色で照明される場合で
あるが、第１の照明部２及び第２の照明部３がそれぞれ定電流回路３７を備え、第１の照
明部２及び第２の照明部３への制御信号を異なる系統として設けることにより、第１の照
明部２及び第２の照明部３は異なる色で照明することが可能となる。
　さらに、第１の照明部２及び第２の照明部３に設けられる複数のＬＥＤ２２を個別に制
御できるようにして、画面に表示される画像のエリア毎に対応する照明も可能となる。
【００３９】
　次に、制御フローについて詳細に説明する。
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　まず、ユーザーがリモコン３０により所望の色を選択（Ｓ１）して、色情報を送信する
（Ｓ２）。次に、照明装置１の受信ユニット３１がリモコン３０からの色情報の信号を受
信して、マイコン３３に信号を転送する（Ｓ３）。マイコン３３の制御部３４は転送され
てきた色に関する信号に対応して、マイコン３３内のメモリ３５から選択された色に対応
して格納されているＲＧＢの各ＬＥＤ素子を駆動するデューティー比を読み込む（Ｓ４）
。制御部３４は、ＲＧＢの各ＬＥＤ素子に定電流を供給する各定電流回路３７を、読み込
んだデューティー比でそれぞれ駆動する（Ｓ５）。照明部２０から各ＬＥＤ素子からの光
が混合されて照射され、画像表示装置の周辺はユーザーが選択した色で照明される（Ｓ８
）。さらに、ユーザーが、リモコン３０で他の色を選択した場合には、再度Ｓ１に戻りＳ
１からＳ５のフローを繰り返して、選択した他の色で照明される（Ｓ８）。
【００４０】
　また、ユーザーはＲＧＢの各ＬＥＤ素子の強度をリモコン３０から個別に調整でき、予
め設定した色に加えて、設定されていない他の色で照明することも可能である。この場合
の制御フローとしては、リモコン３０によりＲＧＢの各ＬＥＤ素子の強度の強弱を調整し
て（Ｓ６）、リモコンから送信されるＲＧＢの各ＬＥＤ素子の強度の強弱に対応してデュ
ーティー比を調整し（Ｓ７）、調整されたデューティー比でＲＧＢの各ＬＥＤ素子が駆動
され（Ｓ５）、ユーザーの所望の色で照明される（Ｓ８）。
【００４１】
　また、リモコン３０からの信号の受信ユニット３１は、照明装置１の何処かに設けられ
ていればよいが、照明装置１が画像表示装置等の機器の後方に設置されてもリモコン３０
からの信号を受信する必要があるので、例えば脚部１２、１３の安定部１６のようなユー
ザーから視認できる箇所に設けられていることが好ましい。
　さらに、画像表示装置に設けられているチャンネル等の信号の受信部を兼用し、画像表
示装置を経由して照明装置１の照明制御の信号を間接的に受信してもよい。
【００４２】
　また、図示していないが、ＬＥＤ基板２３と電源制御回路部９を結ぶ配線は、回動部５
、６及び支持部４に溝が設け、溝に沿って配設されていることが好ましい。配線が、照明
本体部１１の正面から見えないので、外観のデザイン性を損なわないからである。
【００４３】
　図６（ａ）に示しているのは、本発明の実施の形態１の照明装置１が画像表示装置と画
像表示装置の後方の壁面との間に設置された状態を示した図である。図６（ｂ）は、本発
明の実施の形態１の照明装置１によって画像表示装置の後方の壁面を照明した場合の照度
分布を示す図である。
【００４４】
　照明装置１が、画像表示装置と画像表示装置の後方の壁面の間に設置された場合、照明
装置１による壁面への照明によって、壁面が図６（ｂ）に示すように、画面から遠ざかる
につれて段階的に照度が落ちるので、画面のグレアを低減することができる。また、ユー
ザーに高い臨場感を与えることが可能となる。また、照明装置１は、自由に持ち運びでき
、他の様々な機器に適用された場合には、当該機器の周辺を照明して、単独で間接照明の
用途として用いることができる。
【００４５】
　また、脚部１２、１３は、保持部１４に支持部４を嵌めこむ構造であるので、支持部４
に沿ってスライドさせ、また、取り外すことが可能である。脚部１２、１３を支持部４か
ら取り外し、照明本体部を画像表示装置に直接取付ける事が可能である。
【００４６】
　図７は、実施の形態１の照明本体部を画像表示装置に取付けた態様を画像表装置の背面
から見た平面図である。図８は、実施の形態１の照明本体部を画像表示装置に取付けた態
様の斜視図である。図９は、実施の形態１の照明本体部を画像表示装置に取付けた態様を
画像表装置の横方向から見た図である。
【００４７】
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　画像表示装置は装置の薄型化が進んでおり、画像表示装置の背面には画像表示装置を壁
に取付ける為の複数（２つ）の壁掛孔（図示せず）が設けられている。壁掛孔の設置間隔
は、例えば画像表示装置の規格により定まっている。また、照明装置１の照明本体部１１
は、第１の照明部２及び第２の照明部３には取付孔２８が複数設けられている。
【００４８】
　図７から図９を参照して、画像表示装置の背面の壁掛孔に断面形状がコの字状の第１の
取付支持部２９がネジ等で取付けられており、第１の取付支持部２９の内部の側面４８に
第２の取付支持部４９がネジ等で取付けられる。さらに、第２の取付支持部４９の両端部
に照明本体部１１の第１の照明部２及び第２の照明部３を取付けることによって、照明本
体部１１が画像表示装置に取付けられる。
　このように照明本体部１１を画像表示装置に直接取付けることによって、照明本体部１
１が画像表示装置の画面サイズ内に納まり、ユーザーから照明本体部１１から見えなくな
るので、照明装置の存在による違和感をユーザーに与えることを避けることができる。
【００４９】
　以上、実施の形態１における照明装置１は、第１の照明部２と第２の照明部３と支持部
４が形成する形状が三角形であって、第１の照明部２及び第２の照明部３は、それぞれ、
画像表示装置の後方の壁面の異なる領域を異なる方向から照射しているので、壁面が効率
よく十分に照明することが可能である。特に、大画面の画像表示装置の周辺を照明する場
合であっては、複数の照明部により壁面の異なる領域が異なる方向から照射することによ
り、間接照明による効果が顕著になる。
　なお、第１の照明部２と第２の照明部３と支持部４が形成する形状について、画像表示
装置の後方の壁面が効率よく照射されるには、壁面の異なる領域が異なる方向から照射さ
れればよいのであるから、三角形に限定されずに他の形状であってもよく、他の形状につ
いては、他の実施の形態として後述する。
【００５０】
　また、照明装置１は、屋内の特にリビング等において用いられるのであるから、インテ
リアとしての要素を含んでおり、デザイン性が重要となる。よって、照明装置１を構成す
る部分の中で少なくとも外部から見える部分（支持部４、照明部２の筐体、回動部５、６
、脚部１２、１３、電源回路ボックス１０、配線）については全て、例えば黒の同一色で
統一されていることが好ましい。統一感により、設置される部屋のインテリア性を損なう
ことがない。
【００５１】
（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２の照明装置４１について、図面を参照して説明する。以下
、実施の形態１と共通の部分に関しては図面に同一の符号を付して説明を省略し、実施の
形態２の特徴部分について説明をする。
【００５２】
　図１０は、本発明の実施の形態２の照明装置４１の照明本体部４２の概略正面図である
。図１１は、本発明の実施の形態２の照明装置４１の照明本体部４２の概略斜視図である
。
　実施の形態２の照明装置４１は、第１の照明部４３及び第２の照明部４４が、それぞれ
第１の回動部及び第２の回動部を中心に支持部に対して一方向にのみ回動できる実施の形
態１とは異なり、複数方向（２方向）に回動することを可能とする回動機構を備える。
【００５３】
　照明部を複数方向（２方向）に回動させる回動機構について説明する。
　回動機構は、照明部４５（第１の照明部４３、第２の照明部４４）を支持部４に対して
折畳む方向に回動させる回動部（第１の回動部４６、第２の回動部４７）と、回動部と照
明部４５に連通し照明部を回動させる第１の回動軸（図示せず）からなる。照明部４５が
、第１の回動軸を中心に回動できることにより、照明する照明装置の周辺において照射範
囲を変化させることができるので、例えば画像表示装置のサイズに合わせて、ユーザーが
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任意に照射範囲を設定することが可能となり、様々なサイズの画像表示装置に適用できる
。また、照明装置４１が設置される環境に合わせて、ユーザーが任意に照射範囲を設定す
ることもできる。
【００５４】
　次に、照明部４５について説明する。
　図１２（ａ）は本発明の実施の形態２の照明部４５の概略斜視図であり、図１２（ｂ）
は本発明の実施の形態２の照明部４５の拡大概略斜視図であり、図１１（ｃ）は本発明の
実施の形態２の照明部４５の概略断面図である。
【００５５】
　照明部４５は、アルミニウムからなり、四角柱の内部がコの字状を形成するように一部
分が取り除かれた形状である。照明部４５の内部の底面５０に、複数のＬＥＤ２２を一列
に実装したＬＥＤ基板２３が設置されている。実施の形態２の照明装置４１は、照明部４
５を第１の回動軸を中心に回動させて照射方向を変えることが可能なので、実施の形態１
のように照明部内部に傾斜面を設け、予め照射方向を変化させておく必要がない。なお、
実施の形態２の照明部の形状（コの字状）は実施の形態１の照明部の形状に比べて複雑で
はないので、製造が容易であり、コストを削減することができる。
【００５６】
　また、光源は指向性の強いＬＥＤ２２であるので、ＬＥＤ基板２３を断面形状がコの字
状の照明部４５の底面５０に設けていても、照明部４５の側面５１において照射が遮られ
て光量が損失することは少ない。光源として、指向性が強くなく全方向に照射される蛍光
灯や冷陰極管等を用いた場合には、実施の形態１で述べたように、照明部４５の内部に反
射板を設けることが好ましい。
【００５７】
（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３の照明装置６１について、図面を参照して説明する。以下
、実施の形態１または実施の形態２との共通の部分に関しては同一の符号を付して説明を
省略して、実施の形態３の特徴部分について説明をする。
　図１３は、本発明の実施の形態３の照明装置６１の照明本体部６２の概略正面図である
。図１４は、本発明の実施の形態３の照明装置６１の照明本体部６２の概略斜視図である
。図１５は、本発明の実施の形態３の照明装置６１の回動機構の概略拡大図である。
　実施の形態３の照明装置６１は、実施の形態２と同様に、複数方向に回動することを可
能とする回動機構を備える。
【００５８】
　回動機構について、詳細に説明する。
　回動機構は、照明部６５（第１の照明部６３、第２の照明部６４）を支持部４に対して
折畳む方向に回動させる回動部６８（第１の回動部６６、第２の回動部６７）と、回動部
６８と照明部６５を連通し照明部６５を回動させる第１の回動軸６９と、回動部６８と支
持部４を連通し回動部６８を回動させる第２の回動軸７０とからなる。
【００５９】
　従って、実施の形態２の照明装置４１と同様の２方向の回動（照明部６５が支持部４に
対して折畳まれる方向、第１の回動部６９を中心に回動する方向）に加えて、回動部６８
の第２の回動軸７０を中心とした回動とが可能となる。なお、図１３から図１５では、第
１の回動軸６９及び第２の回動軸７０が分かり易いように、外部からの見える構造として
いるが、それらの回動軸をカバーする覆部を備えていてもよい。
　回動部６８が第２の回動軸７０を中心に回動できることにより、照明部６５も回動部６
８の回動に連れて相対位置が変化するので、照明部６５の回動方向の自由度がより高くな
る。よって、様々なサイズの画像表示装置や画像表示装置以外の機器の周辺を照明する場
合であっても、適宜対応することが可能となる。
【００６０】
　図１６は、本発明の実施の形態３の照明装置６１の照明部６５を支持部４に対して折畳
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んだ状態の概略斜視図である。
　実施の形態３の回動機構は、回動部６８が支持部４に対して第２の回動軸７０を中心に
回動することが可能であるので、図に示したように、照明部６５を支持部４に対してより
コンパクトに折畳んで収納することが可能である。
【００６１】
（実施の形態４）
　次に、本発明の実施の形態４の照明装置７１について、図面を参照して説明する。以下
、実施の形態１から３と共通の部分に関しては図面に同一の符号を付して説明を省略し、
実施の形態４の特徴部分について説明をする。
【００６２】
　図１７は、本発明の実施の形態４の照明装置７１の概略正面図である。
　実施の形態４の照明装置７１の照明部７４（第１の照明部７２、第２の照明部７３）は
、実施の形態１から３に記載した四角柱の照明部とは異なり、四角柱が曲線部（Ｒ部）を
有するように曲げられた照明部である。照明部７４の内部は、曲線部に沿って、ＬＥＤが
一列に実装されたＬＥＤ基板が設けられている。よって、基板として、曲線部に沿えるよ
うな薄型の基板が好ましい。
【００６３】
　また、第１の照明部７２及び第２の照明部７３は、実施の形態１で説明したように、対
向する面に設けられた一組の係止部７５で固定される。第１の照明部７２、第２の照明部
７３及び支持部４により、半円状が形成される。従って、三角形状に比べて、画像表示装
置の画面の三辺（上辺及び左右辺）により近い形状となるので、より効率よく画面の周囲
を照明することが可能となる。
【００６４】
（実施の形態５）
　次に、本発明の実施の形態５の照明装置８１について、図面を参照して説明する。以下
、実施の形態１から３と共通の部分に関しては図面に同一の符号を付して説明を省略し、
実施の形態５の特徴部分について説明をする。
　実施の形態５に係る照明装置８１は、実施の形態１から３の照明装置と異なって、照明
部及び支持部により形成される形状が三角形ではなくて四角形である。
【００６５】
　図１８は、本発明の実施の形態５の照明装置の概略正面図である。
　実施の形態５の照明装置８１は、第１の照明部８２及び第２の照明部８３に加えて第３
の照明部８４を有する。第３の照明部８４は、第２の照明部８３の第２の回動部６に接続
される側を反対の端部に設けられた第３の回動部８５を介して接続されており、第３の回
動部８５を中心に第２の照明部８３に対する方向に回動が可能である。
【００６６】
　また、第１の照明部８２と第３の照明部８４の回動部と接続されていない端部には、実
施の形態１で述べた一組の係止部８６が設けられ、第１の照明部８２、第２の照明部８３
、第３の照明部８４及び支持部４により、四角形状を形成する状態で固定される。
【００６７】
　照明部が増えることにより、照明装置８１の周辺の異なる領域を異なる様々な方向から
照明する事ができるので、周辺において十分な照度を確保することが可能である。さらに
、画像表示装置の画面の三辺（上辺及び左右辺）に対応して照明部が設けられているので
、下面周辺において、より確実に十分な照度が確保でき、ユーザーに間接照明の効果を与
えることができる。
【００６８】
（実施の形態６）
　次に、本発明の実施の形態６の照明装置９１について、図面を参照して説明する。実施
の形態６の照明装置は、実施の形態５の照明装置の変形例であって、照明部及び支持部に
より四角形状を形成する。
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　図１９は、本発明の実施の形態６の照明装置９１の概略正面図である。
　実施の形態６の照明装置９１は、第１の照明部９２及び第２の照明部９３に加えて、第
３の照明部９４及び第４の照明部９５を有する。第３の照明部９４は、第２の照明部９３
の第２の回動部６に接続される側を反対の端部に設けられた第３の回動部９６を介して接
続されており、第４の照明部９５は、第１の照明部９２の第１の回動部５に接続される側
を反対の端部に設けられた第４の回動部９７を介して接続されている。
　また、第３の照明部９４と第４の照明部９５の回動部と接続されていない端部には、実
施の形態１で述べた一組の係止部９８が設けられ、第１の照明部９２、第２の照明部９３
、第３の照明部９４、第４の照明部９５及び支持部４により四角形状を形成する状態で固
定される。照明部が増えたことにより、実施の形態５と同様の効果を得ることができる。
【００６９】
　また、上記実施の形態１から６の照明装置は、支持部は複数の照明部を支持する機能だ
けではなく、支持部自体にも光源（例えばＬＥＤ）を設けることによって、照明部として
の機能を兼ねる構成としてもよい。
　なお、上記実施の形態１から６の照明装置は、ＲＧＢの各ＬＥＤ素子をパッケージした
表面実装型パッケージＬＥＤを光源としたが、ＲＧＢ毎に個々にパッケージされたＬＥＤ
をそれぞれ有し、複数色を表現してもよい。
　なお、上記実施の形態１から３の照明装置を、画面サイズが４６型の画像表示装置に適
して照明させるためには、照明装置のサイズは、複数の照明部の長手方向の長さが６０ｃ
ｍ（端部の係止部及び回動部まで含めると６９ｃｍ）、支持部の長手方向の長さが８２ｃ
ｍであって、照明装置の横幅の大きさが９１ｃｍ、高さが６９ｃｍ（水平面から支持部ま
での高さは１７ｃｍ）であることが好ましい。画像表示装置の画面の周囲を効果的に照明
することが可能となる。
　なお、上記説明において、上下左右の方向は、照明装置を水平面に設置した場合を基準
にした方向であり、下方向とは通常は鉛直下方向を示す。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施の形態１の照明装置の概略正面図である。
【図２】本発明の実施の形態１の照明装置の概略斜視図である。
【図３】（ａ）本発明の実施の形態１の照明装置の照明部の概略斜視図である。（ｂ）本
発明の実施の形態１の照明装置の照明部の拡大概略斜視図である。（ｃ）本発明の実施の
形態１の照明装置の照明部の概略断面図である。
【図４】本発明の実施の形態１の電源回路制御部を含む照明装置の制御ブロック図である
。
【図５】本発明の実施の形態１の照明装置の制御フロー図である。
【図６】（ａ）本発明の実施の形態１の照明装置が画像表示装置と画像表示装置の後方の
壁面との間に設置された状態を示した図である。（ｂ）本発明の実施の形態１の照明装置
によって画像表示装置の周囲を照明した場合の輝度分布を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態１の照明本体部を画像表示装置に取付けた態様を画像表装置
の背面から見た平面図である。
【図８】本発明の実施の形態１の照明本体部を画像表示装置に取付けた態様を画像表装置
の斜視図である。
【図９】本発明の実施の形態１の照明本体部を画像表示装置に取付けた態様を画像表装置
の横方向から見た図である。
【図１０】本発明の実施の形態２の照明装置の照明本体部の概略正面図である。
【図１１】本発明の実施の形態２の照明装置の照明本体部の概略斜視図である。
【図１２】（ａ）本発明の実施の形態２の照明部の概略斜視図である。（ｂ）本発明の実
施の形態２の照明部の拡大概略斜視図である。（ｃ）本発明の実施の形態２の照明部の概
略断面図である。
【図１３】本発明の実施の形態３の照明装置の照明本体部の概略正面図である。
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【図１４】本発明の実施の形態３の照明装置の照明本体部の概略斜視図である。
【図１５】本発明の実施の形態３の照明装置の回動機構の概略拡大図である。
【図１６】本発明の実施の形態３の照明装置の照明部を支持部に対して折畳んだ状態の概
略斜視図である。
【図１７】本発明の実施の形態４の照明装置の概略正面図である。
【図１８】本発明の実施の形態５の照明装置の概略正面図である。
【図１９】本発明の実施の形態６の照明装置の概略正面図である。
【図２０】従来の照明装置である。
【符号の説明】
【００７１】
１、４１、６１、７１、８１、９１　照明装置
２、４３、６３、７２、８２、９２　第１の照明部
３、４４、６４、７３、８３、９３　第２の照明部
８４、９４　第３の照明部
９５　第４の照明部
２０、６５　照明部
４　支持部
５、４５、６６、　第１の回動部
６、４６、６７、　第２の回動部
８５、９６　第３の回動部
９７　第４の回動部
６８　回動部
１２　第１の脚部
１３　第２の脚部

【図１】 【図２】
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